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1. はじめに 
 在世の中には様々な音楽があり、その多くがインタ
ーネットや CD などで購入、視聴できる。しかしそれ

らのデータは楽譜情報がないため、自分で演奏し対

場合、別途楽譜を購入する必要がある。そこで本研

究では音から楽譜にできる自動採譜を研究する。	 	 

	 採譜とは、再生もしくは演奏されている音を変換し、

楽譜に変換することである。しかし自動採譜を行う

には楽器、音の高さ、音の強さを認識し、かつ曲な

のでは楽器ごとに分ける必要がある。そこで今回は

ピアノの和音の認識を行う。	 

	 和音とは高さが異なる複数のピッチの楽譜が同時

に響く音である。3 つのピッチからなる和音を 3 和音、

4 つのピッチからなる和音を 4 和音というが、今回の

研究では 3 和音の認識を目標とする。	 

	 

2. 実験方法 

	 本研究では MATLAB を使用し 3 和音を録音した wav

ファイルをフーリエ変換(以降 FFT とする)し、1 番目

から３番目に振幅が大きくなる周波数を摘出し、和

音を認識する。	 

 
Fig.1	 FFT	 results	 using	 MATLAB	 

 

Fig.1 は予備実験として midi 音源から作成した

C4E4G4 の和音データを FFT 変換した結果である。得

られたパワー値と周波数のデータを Excel に組み込

み、パワー値が 1 番目から３番目に振幅が大きくな

る周波数を摘出した。	 

	 次に実際の音を用いて和音を摘出する音源はアッ

プライトピアノ（以下ピアノ）を用いる。FFT 変換は

予備実験と同じ MATLAB を用いて行う。検出するパワ

ー値は最大値から 3 番目までを用いる。	 

	 

 

3. 実験結果 

 実験では 3和音として C4E4G4(261Hz,329Hz,391Hz)、

C4F4A4(261Hz,349Hz,440Hz)、B4D4G4(494Hz,294Hz,3

91Hz)、D4F4A4(294Hz,349Hz,440Hz)、D4F4B4(249Hz,

349Hz,494Hz)”[1]を測定した。	 

	 

Table	 1	 Results	 using	 upright	 piano	 

(a) frequency	 

 
	 

(b) Peak	 value	 

 
	 

	 Table	 1 より、３番目までのパワー値とそれに対す

る周波数を求めることができ、３和音の基本周波数

が検出できたので分類が可能と考えられる。この結

果から midi 音源、ピアノの音源と共に録音時とマイ

クの位置、鍵盤を押すタイミング、鍵盤を押す力の

強さがまったく同じであればこの３つの周波数で和

音を認識できると考えられる。	 

	 

4. 考察 

Table1 の結果から各和音のピーク値が検出できたが。

しかし、実際の音階の周波数とは異なる周波数も摘

出された。これはピアノの調律や録音環境が関係し

ていると思われる。またこのデータで毎回和音を認

識するには音の強さ、叩くタイミングが影響するた

め、今後はより多くのデータを取り、その平均値を

用いて和音検出をする予定である。	 
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